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医師国家試験に関する要望書 

 

第 118 回医師国家試験を受験した受験生および全国の大学医学部、医科大学の教員を

対象に実施した医師国家試験に関するアンケ－ト調査の結果に基づき、全国医学部長病

院長会議として以下を要望いたします。 

 

1．試験に関する情報公開、受験環境の整備を引き続きお願いする。 

2．難易度の高い専門医レベルの問題は排除し、臨床実習の成果を問う質の高い良質な

問題の出題にさらに尽力いただきたい。特に、一般問題には臨床実習の成果と無関

係と見なされる問題が多く、共用試験 CBT との違いが明確でない問題も存在するこ

とから、その位置付けを明確にしていただきたい。 

3．難易度の高い問題および必修問題で正解率の低い問題は採点から除外するなど、受

験生の不利にならない適切な処置を引き続き講じていただきたい。 

4．全国医学部長病院長会議が公表した「我が国で求められる医師養成のためのグラン

ドデザインへの提言 －卒前・卒後のシームレスな医学教育を目指して－」を参考に、

医師国家試験の改革に関して、関係機関で検討を続けていただきたい。 


